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を全然認めなかった. 巨Pち旧 ｢ツベルク1)ン｣のみの方がや i発赤が大きい場合もあり､ ｢ス下レプ
トマイシン｣を混ぜるものの方がや i大きい場合もあった｡ 之によって ｢ストレプ下マイシン｣は1日
｢ッベルク1)ン｣の作用を滅房尋する様な作用を有しないものと考へられるo
(其2)結核化串療法に関す る研究
液 髄 培地 内 に於 け る諸 種 薬 品 の
結 核 菌蓉 育 阻止 作 用 に裁 て






3)菌浮薄液の調製 小椅子球数ケ入 り キルヒナー増地 6,ccにSauton培地より青山B株 (叉はF
秩)1白金耳を移植し綿栓封蝋し3-4週培養す｡ 之に生理食塩水 2ccを加-良 く振浸し可及的菌塊
を破砕20分放置後上部乳濁部 1ccを別の滅菌試験管に採 り生理食塩水 4ccを注加す0
4)実験術式 滅菌試験管10本を架列し綿栓を取 り舞1管に培地 1.9cc被槍液 0.1cc,第2管以下
には培地 1cc宛を琵加すO 策1管内容をよく混和し 1.0ccを弟2管に移し混和す. 以下順次各管







































































































































































曹 ｢ドデチールアルコ-ル硫酸エステルナ TJ)サム｣ ｢フロール7---ルアセ下7-ノン｣ ｢フチ




素滑費を増■加するもの i中､重曹が最も著明で1600倍では始めV)30分間に約 600%に達す｡ 守成少せ
しめるものの中､最 も著明なものは昇議で12800倍でも2時間目には既に10%位に減少する｡ ｢ウス
-ン酸｣は24時間後には4000倍で殆んど呼吸を止めてしまふ.
更に薬物の濃度により著しい差のあるもの､ 或は非常に差の少いもの等､各薬物の時間的経過の影
響に妊種々の型があることが判明したo しかし全部の時間的経過を一つの図表で表はし難いので､今
